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３年間の主な取組（単位制の専門高校・必履修科目を中心に活動）㻌

� �月～�月� �月～��月� �月～�月�

�年次� ◇総合的な学習の時間（�6XEMHFW�5HVHDUFK!テーマ選定のための学習）、◎総合英語、□現代社会�

◇6*+講演会�

◎英語ディベート基礎�

□社会問題グループワーク�

◇6*+講演会、ブックレポート、ピア

サポート�

◎英語ディスカッション�

◇課題研究テーマレポート�

□社会問題討論会�

◎英語ディベート�

�年次� ◇総合的な学習の時間（3URMHFW�5HVHDUFK�35!・日本語論文の作成）、◎英語理解��

◇調査分析と中間発表�

◎英語ディベート活動�

◇調査・論文執筆、ピアサポート�

◎英語ディベート実践�

◇35発表会、活動報告会�

◎英語ディベート実践�

�年次� ◇総合的な学習の時間（'LVFXVVLRQ＆5HVHDUFK�'5!・英語論文の作成）、◎ＩＣ�

◇'5テーマグループ内発表�

◎英語ライティング活動�

◇英語論文作成・グループ内発表�

◎英語ディベート実践�

◇報告書の作成�

◎英語ディベートまとめ�

研究開発構想名㻌 気づき、考え、行動するグローバル・リーダー育成の戦略的プログラム㻌

課題研究テーマ㻌 「日本の強みを海外へ売り込む方法の研究」㻌

目㻌 的㻌

日本人としてのアイデンティティを持ち、グローバル社会の課題を認識し、問題解決能力を発揮し

て、解決策を論理的に発信し、成果を上げることができる人間的魅力に満ちたグローバル・リーダ

ーを育成すること㻌

対象生徒㻌
平成㻞㻢年度入学生㻞㻠㻜名（国際情報科）から年次進行で実施㻌

現在国際情報科（３年次）、国際科（１・２年次生徒）５９５名全員がＳＧＨ対象㻌

ᲭƭƷǵȖȆȸȞ 

神奈川県立横浜国際高等学校㻌

ǰȭȸȐȫȓǸȍǹƷ 
ૼƠƍ৆ဦನ  े

ૼƠƍ׎ᨥ࠯ԧᝡྂǁƷᢊ 

ɭမƷ࿢ؾբ᫆Ʒᚐൿƴ

ӼƚƯƷ੩ᚕ 

◆グループワーク・ディスカッション・リサー

チ㻌 㻔ＩＣＴ活用㻕・論文作成㻌 （日本語・英語）

等を含む探究型学習㻌

⇒総合的な学習の時間を中心に行う。㻌

◆海外研修・国内研修㻌

⇒海外の大学生や留学生とのディスカッ

ションやプレゼンテーションによる課題

研究㻌

�将来の生徒像����

グローバル人材とし

ての将来像を明確に

持ち、論理的に日本

語・英語で意見を述

べることができる。�

◆課題研究に係る専門的授業・講演会や

ピアサポート㻌

⇒東京外国語大学、慶応義塾大学、上

智大学、横浜市立大学（英語による授

業や講演を含む）㻌

◆グローバル・リーダーの明確なビジョ

ンを持つための様々な機会の提供㻌

⇒国際機関（ＪＩＣＡ等）やグローバル企

業による講演、各種サマープログラ

ム、留学生や訪問団の受け入れ㻌
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考え、行ಈする、͖ͮؾ
グローバル・リーダー育成のઓུ的プログラム

課題研究テーマ 「日本の強みを海外へചり込む方法の研究」

目ɹ的
日本人としてのアイデンティティを持ち、グローバル社会の課題をೝ識し、໰題解決能力
を発شして、解決策を࿦理的に発৴し、成Ռを上げることができる人間的魅力にຬちたグ
ローバル・リーダーを育成すること

対৅生徒
平成 �� ೥౓入学生 ��� 名（国際৘ใ科）から೥࣍進行で実ࢪ
現ࡏ国際৘ใ科（３೥࣍）、国際科（１・２೥࣍生徒）̑̑̕名全員が̨̜̝対৅

【構想の概要】
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ԣ඿国ࡍ高等学校 SGH の特徴

本校は平成 20 年度に単位制の国際情報科の専門
高校として開校し、平成 29 年度より国際科と改編
し、平成 31 年度には国際バカロレアコース（仮称）
を開設する予定である。

本校の当初の教育目標である「社会のグローバル
化に対応し、国際化・ＩＣＴ化の進む日本社会、国
際社会でリーダーとして活躍する人材を育成する。」
という視点からＳＧＨ事業の取組を行っており、研
究開発事業として科目開発を目ざした取組を全校生
徒対象に行っている。

このＳＧＨ事業を円滑に実施するために、様々な
教科の職員が集まる「ＳＧＨ推進チーム」を編成し、
毎週定例の会議を開催して、本校の取組の方向性を
協議して進めている。

単位制の高等学校のため、全員が共通して履修す
る科目として「総合的な学習の時間」、「外国語（英
語）」及び「現代社会」の科目を中心に 3 年間の系
統的な指導を行うことにより、ＳＧＨの研究開発構
想に沿った課題研究を生徒一人ひとりが行っている。
卒業後はその研究活動を通して得た学習への取組を
生かし、キャリア選択に結びつけている生徒が多く
出ている。

教科指導を踏まえた中で、教科外の活動として海
外スタディツアーの実施による課題研究の深化、生
徒の自主的な委員会活動や個人的な活動のサポート
をすることにより生徒が国内外に視野を広げている
とＳＧＨ推進チームは分析している。

このような活動の実施に向けて、東京外国語大学
や近隣の大学との連携を深め、運営指導委員や大学
関係者などの外部有識者及び神ಸ川県教育委員会の
指導・助言を受けながら生徒の探究力を伸ばす有意
義な活動になるように方向性を確認しながら 4 年間
の活動を終え、最終年度の取組を進めている。以上
の内容について本校の取組について記述する。

「૯߹的な学習の時間」について

「総合的な学習の時間」を本校では、ＳＲ（Sub�
Kect Research）、ＰＲ（ProKect Research）、Ｄ
Ｒ（Discussion and Research）として 3 年間の
系統的な指導を行っている。まず、2 年次からの個
人課題研究活動を進めるに当たり、テーマの設定が

非常に重要であると考えている。ＳＧＨ講演会や
ワークショップ、ブックレポートなど一方的なアプ
ローチではなく、振り返りの時間をきちんと確保し
て、理解を深め、生徒同࢜が意見交換をし、大学院
生からの助言により自分自身のテーマに対する考え
を深めることができている。

2 年次では、各自のテーマに沿った研究を進め、
生徒は日本語による論文（A4 版 20 ຕ）を完成させ、
さらに 3 年次では、研究を深化させ英語による論文

（1200 語以上）を完成させる。当初は、A4 版 5 ຕ
という指定で行っていたが、目標語数を設定するこ
とにより、より内容の深い論文を完成させることが
できている。
「総合的な学習の時間」の指導は、職員 1 名につ

き生徒 10 名から 15 名を担当する。全教科の職員が
指導に当たっている。統一した指導ができるように
毎月担当者会議を開催して、指導内容や指導方針に
ついて確認した上で行っている。評価の観点も生徒
に提示して進めている。今年度は、ルーブリック評
価表を完成させ、取組状況をより明確に客観的な評
価を実施してその取組状況を年度末にまとめる。

外国語（英語）、ݱ୅社会の取組

生徒全員が共通で履修する科目である「総合英
語」（1 年次）「英語理解」（2 年次）「インターナ
ショナル　コミュニケーション」（3 年次）及び「現
代社会」（1 年次）で、年間を通した探究型学習、
コミュニケーション活動を取り入れた授業を行って
いる。

特に外国語（英語）の授業では 3 年間を通した継
続的な活動を実践としてディベート活動を行ってい
る。ディベートを通して、社会の課題に対する関心
を持ち、課題を分析し、論理的思考力・問題解決力
を高めることができている。

1 年次は、教科書に関連したトピックを設定し、
ディベートとはどのような活動かという基本的な内
容を学びながら、学習内容の理解を深め、自分の意
見を持ち、その意見を理解してもらえるようにグラ
フを用いるなど様々な工夫を自વとするようになる。
また相手の意見を聞く姿勢も身に付いてくる。

2 年次では、より論理的で説得力のある表現がで
きるように「ライティングスキルズ」という英文の
表現力を高める授業と連携をとりながら、テーマ設
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定もより一般的な論題にして議論を深めるようにし
ている。2 年次は特に英語の伸びがめざましく本校
卒業時の目標として掲げている「ＣＥＦＲのＢ 1 ～
Ｂ 2 レベルの生徒の割合」は 2 年次でほぼ達成して
いる。

3 年次の授業では国内外の社会問題を取り上げて
行う。生徒は、国内外の諸問題に対して知識と理解
を深め、英語の表現力を高め、自分の意見を述べる
コミュニケーション能力を伸ばす。さらに 3 年間の
まとめとして、自分の考えをং論・本論・結論の形
に英文で記述する力をつけることも目標としている。
　評価については、定期テストでエッセイを記述す
ることにより評価している。エッセイの評価項目は

「内容」「構成」「英文の正確さ」「エッセイの独創
性」の 4 観点である。
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上記の表は英語力に関する本校の推移である。̳
は、「グローバルな社会又はビジネス課題に関する
公ӹ性の高い国内外における入賞者数」、e は「卒
業時における生徒の 4 技能の総合的な英語力として
ＣＥＦＲのＢ 1 ～Ｂ 2 レベルの生徒の割合」、f は

「高校卒業時までに英検準 1 級以上を取得している
生徒」でこの 4 年間の取組で英語 4 技能の力の伸び
が顕著であることがわかる。

本校の英語指導方法については、公開授業を年間
4 回ほど開催して、他校の教職員が多く来校し、授
業後は研究協議を通して授業改善を進めている。ま
た、神ಸ川県の教育課程説明会やグローバル教育の

説明会で本校の取組を説明し、県内の高等学校に周
知している。

さらに「現代社会」では、時事問題も取り上げな
がら、地球環境問題や世界の政治制度など日本との
比較をしながら、グループでまとめた内容を発表し
合うなどお互いの視野を広げる活動を積み重ねてい
る。

特৭͋る取組ᶃ（海外スタデΟπΞー）

本校は「日本の強みを海外へ売り込む方法」とい
う課題研究テーマを設定しているが、さらにサブ
テーマとして「グローバルビジネス」「国際平和貢
献」「世界の環境問題」という 3 つのサブテーマを
基に生徒は課題研究のテーマを設定している。その
課題研究の一環として実施しているのが 3 方面への
海外スタディツアーで、指定 2 年目の平成 27 年度
から実施している。

現在訪問している国は、ベトナム、カンボジア、
マレーシア（ボルネオ島）で、この訪問に当たり各
方面 10 人ずつ選考された生徒たちは、4 月下०か
ら現地を訪問する 8 月まで様々な事前学習を行って、
訪問地域の理解を深めていく。実際に訪問した際に
は、現地企業の訪問・現地大学生徒のディスカッ
ションなどＳＧＨの課題研究テーマに沿った活動を
する。帰国後は、各チームが共同して行う活動とし
て文化ࡇにおけるスタディツアーのコーナーの展示
及び説明、全校生徒対象の活動報告会を行い、他の
生徒や文化ࡇの見学者に周知することにより波及効
果が見られている。さらには、チームごとに考えた
事後活動として、校外への普及活動にも取り組んで
いる。今までの取組としては、カンボジアに井戸を
作るための募金活動や小学校や中学校での環境学習、
地元横඿のフェアトレードショップマップ作成など
積極的に取り組んでいる。

特৭͋る取組ᶄ（ＳＧＨ生徒交流ҕ員会）

指定 2 年目の平成 27 年度に、生徒の自主的な活
動として希望生徒を対象にした生徒委員会が発足し
た。本校ではＧＳ̮という略称で呼んでおり、正式
名称は “Global Students from YIS” である。

この生徒委員会の活動は大きく分けて 2 つある。
1 つ目は校内での定期的な活動で、毎週 2 回昼ٳみ
に集合してグループに分かれて社会問題について議
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論し合う。2 つ目は神ಸ川県内の他の指定校との交
流会で、年間 3 ～ 4 回実施し、毎回テーマを決めて
グループごとに分かれて議論、解決案の提示を行う。
グループに分かれる際は、参加校生徒が均等に分か
れるようにしている。

このような他校との交流はＳＧＨ事業によって始
まった活動で、横への広がりという点で大変و重で
あり、課題意識を高めることができている。

自主的な委員会活動であるが、平成 29 年度及び
平成 30 年度は、1 年次生の参加者が多い。入学前
から学校説明会等で、本校がＳＧＨ指定校であるこ
とを知り、「学習だけでなくＳＧＨの活動をしてみ
たい」ということが本校を志願する理由になってお
り、委員会への参加人数の増加に結びついていると
考えられる。

高大連携について

本校は東京外国語大学と高大連携協定を結んでお
り、ＳＧＨ事業でも大学の視点から多くの助言を受
けている。東京外国語大学だけではなく同じ神ಸ川
県内にキャンパスのあるܚጯ義क़大学や横඿市立大
学とも指導・助言を受けながら活動を進めている。

連携大学の教授には、ＳＧＨ講演会で、生徒に対
して本校で直接語りかける機会を依頼している。ま
た、1・2 年次生徒を対象に「総合的な学習の時間」
でピア・サポート（生徒一人ひとりが取り組んでい
る研究について大学院生が助言したり、大学院生が
自身の研究テーマについて話したりする企画）を実
施している。生徒 10 名につき一人の大学院生の派
遣を依頼しているため一度に 20 名ほどの大学院生
が必要で、連携大学の協力を得ることによって実現
している。

海外進学に޲けͨ取組

卒業後の進路としては、国内の大学に進学する生
徒がほとんどであるが、国内の大学にある学部では
自身の専攻分野に該当する学部がないということで、

海外進学を目ざす生徒もいる。
海外進学を目ざす生徒が続いている要因として 5

点挙げることができる。1 点目として、在校生の在
学中の留学への支援体制ができている。海外の高校
に 1 年間留学して現地での学習取組状況に応じて、
留学という包括的な単位認定制度がある。このこと
を、説明会を通して、生徒に周知しており、毎年
10 名前後の生徒がこの制度を利用している。さら
に夏季ٳ業中及び春季ٳ業中などを利用した短期の
海外留学や海外大学へのキャンプなども紹介してお
り、香港大学のキャンプにも 2 年連続で参加してい
る。

2 点目として、第 2 外国語を全生徒が必履修で選
択していて、海外で文化を学びながら、さらにその
言語運用能力を伸ばすことを目ざす生徒がいる。

3 点目として、海外進学に向けた取組として、大
使館や海外進学を支援している企業担当者による海
外大学説明会を本校で、実施している。毎年 100 名
を超える生徒・保護者が参加しており、進路選択の
一つとして意識している家庭が多いことが分かる。

4 点目として、本校卒業生で海外に進学した生徒
に来校してもらい、在学生対象の説明会を行ってい
る。在校生は、在学時の科目選択や出願に向けて必
要な準備、受験に向けた学習内容など具体的な話を
聞く機会となっている。

5 点目として、ＳＧＨの活動における大学院生や
企業関係者、大使館関係者の講演会や座ஊ会を通し
て海外に視野を向けられるようになっている。特に、
ここ数年、海外に進学した卒業生の中に、ＳＧＨの
活動を通して大学での専攻分野が確定し、その探究
のために海外進学を決断する生徒が続いていること
から、ＳＧＨ活動が生徒のキャリア形成にとって非
常に効果的な活動であることが分かる。

以上をもって、本校のＳＧＨ取組についての報告
とする。

―72―


	SGH取組事例集ss_Part37
	SGH取組事例集ss_Part38



